
 

 

の課題を片付けていたら、中年のおじさんが突然私の部屋の襖を開けて私を見かけ

ると驚いたように言った。「あれ？兄ちゃんこの部屋の学生さん？」「はい」「え

ー？それは聞いてねえな！」おじさんは慌てたように２階に駆け上がった。私はよ

く理由が呑み込めなかったが、何やら２階が取り込んでいたようなので学校の部室

で残りをやろうと思い自転車でいつもの坂を下りながら学校に向かった。夕方近く

に下宿に戻ると２階はやけにシーンとしていた。夕食時、下宿のおばさんが困った

ような顔をして言う。「髙橋さぁ～ん。髙橋さんが男子学生だと分かったら娘を２

階に置いておく訳にはいかないと言ってお父さんが契約取り消して出て行ってしま

ったのよ…」私の下宿はいわゆる普通の民家の空いている部屋を下宿にしていただ

けだから食堂兼居間の隣は仏壇とおばさんの部屋があり、その奥には女子高生のよ

うこちゃんが一人部屋を借りていた。ようこちゃんは少し天然パーマで髪が短く目

がクリクリした可愛いい子だったが、当時の私には一つ年下の女子高生というだけ

の存在だった。トイレは１階廊下の突き当りに 1つあるだけだったので、２階の住

人は階段を下りて私の部屋を通らなければトイレに行けなかった。その住人となる

予定だった学生は近くの女子短大に入学したばかりの学生だったとのことだが、引

っ越しの手伝いに来ていた父親が春休みの帰省から帰った私を見て“こんなところ

に大事な娘を置いておくわけにはいかない！”つまり、私は“何をするか分からな

い危ない年齢の高校生”ということになったのだろう。（今であれば父親の気持ち

は充分すぎる程理解できます、ハイ） 
 

ところで、当時の私はこんな状況や世間の判断がどうにも意味が分からないのだっ

た。 

・何故、男子高校生の私が１階にいると２階の短大生のお姉さんの都合が悪いの 

か？ 

・トイレ時だって私の部屋を通過するだけなのにそれに何の問題があるのか？ 

・夜だって私が寝ていた布団の脇を通りすぎれば何の問題もないのだろう。 

今にしてみればやはり問題のある状況なのだが、それすらも理解出来ないのだっ

た。                                 (裏面へ) 
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『下宿－その②』 

院長メモ 

２年の新学期が始まり帰省先から角五郎丁

の下宿に戻った。昼過ぎに自分の部屋に入

ると何やら２階がドタバタと騒がしい。春

休み中に空いている２階の部屋に学生が入

るということは聞いていたので、その引っ

越しだろうと思いながらやり残した春休み 
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※都合により代理診療並びに休診等変更になる事が

ございます。ご了承の程お願いいたします。 

診療日・時間 月 火 水 木 金 土 日 

午前診療 

9:00～12:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 休 

午後診療 

15:00～18:00 ○ ○ 休 ○ ○ 休 休 

 

２０２５年５月 

 
 

日 月 火 水 木 金 土 

    １ ２ ③ 

④ ⑤ ⑥ ７ ８ ９ １０ 

⑪ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 

⑱ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ 

㉕ ２６ ２７ ２８ ２９ 

 

３０ ３１ 

 ○ = 休診日 ★ = 診療時間変更 

思えばこんなことは他にもあった。夕食時、おばさんが「ようこちゃん、今日は

お風呂最後にしてね」こんなおばさんの発言は時々あったがいつも私は何のこと

か分らず聞き流していた。昔は下宿といえは大抵がそうだったように家族風呂に

順番に入れてもらって最後はおばさんが入るというのがこの角五郎下宿のルール

になっていた。理由はよく思い出せないが、学生運動が社会問題になっていたし

当時女性地位の向上運動の（なんて言ったかな、あ、そうウーマンリブだ）ニュ

ースなどに私も影響されていたのだろう。ある時いつものように風呂の入る順番

を確認していたおばさんに「おばさん、それはおかしいよ」「同じ下宿人なんだ

からようこちゃんが一番に入っても俺はいいと思う！！」とあまり好みではなか

った仙台味噌の味噌汁を飲む手をやめて毅然として言った。ようこちゃんが小さ

な声で「髙橋さん、今日は私が最後の番なの」と困ったような声で言ったので、

私はさらに高校新聞部部員らしく「いや同じ下宿代を払っている学生として当然

の権利だ！遠慮したらダメだって、ようこちゃん！」と言ったら、ようこちゃん

顔を赤くして自分の部屋に引きこもってしまった。 

また何か誤った発言をしたのだろうということはさすがの私にも分かったが気ま

ずい雰囲気のまま食事は終わり、部屋に戻ろうとした時おばさんの困ったような

大きなため息が背後に聞こえた。思うに当時の私は、男女の生体差のことを始め

として細やかな気遣いといったようなすべての事に関して、何もかにも分かって

いなかったのである。こうしてこの角五郎下宿ではいろいろなことが退屈する暇

がないほど毎日何かが起きていたのだが、毎朝私がおばさんのリクエストに応じ

て大声で歌いながら自転車で駆け下りる千昌夫の歌にかき消されていった。 

 

 

 
 ５月３日(土)～５月６日(火)まで 

休診となります 
 

７日(水)からは通常通り診療いたします 


